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入

所

者

の

勝

楽

佐

代

子

さ

ん

が

昨

年

末

か

ら 
 

ご

自

分

で

干

し

柿

を

作

っ

て

お

ら

れ

ま

す

。

ふ

く

ろ

う

の

庭

に

実

っ

た

小

さ

な

柿

を

居

室

の

ベ

ラ

ン

ダ

に

干

し

て

作

っ

た

の

だ

そ

う

で

す

。 

入

所

者

の

み

な

さ

ん

も

無

事

に

新

年

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

今

年

も

良

い

年

で

あ

り

ま

す

よ

う

に

。 

 

寅 年 2 0 1 0 年 が 、 み な さ ん に と っ て 充 実 し た 素 晴 ら し い 一 年 と な り ま す よ う に 。  

明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
二

〇
一

〇
年

（
平

成

22
）
が
、
み

な
さ
ま
の
ご
多

幸

と
、
生

き
る
こ
と
を

共

に
創

造

し
、
貢

献

で
き
る
ふ
く
ろ
う

の
郷

を
め
ざ
し
て
、
職

員

一

同

、
奮

起

す
る
決

意

で
す
。 

昨

年

を
象

徴

す
る
漢

字

は
「
新

」

で
し
た
。
自

公

退

場

に
よ
る
民

主

党

中

心

の
新

政

権

誕

生

を
国

民

が
選

択

し
た
大

き
な
政

治

の
転

換

の
反

映

で
し
ょ
う
。
一

九

八

〇
年

か
ら
始

ま
る

臨

調

改

革

と
つ
づ
く
、
弱

肉

強

食

の

新

自

由

主

義

、
構

造

改

革

、
社

会

保

障

予

算

の
削

減

、
応

益

負

担

、
自

己

責

任

論

、
福

祉

は
準

市

場

化

へ
と

変

質

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
「
新

」
政

権

の
誕

生

は
一

筋

の
光

明

で
す
。
私

た
ち
が
、
多

く
の

人

々
が
手

を
に
ぎ
り
、
網

を
引

け
ば

現

状

を
改

善

し
て
ゆ
く
可

能

性

が
み

え
ま
す
。
憲

法

25
条

の
福

祉

国

家

の

実

現

も
、
九

条

の
実

現

も

21
世

紀

の

う

ち
、
そ
ん
な
に
遠

く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
意

味

で
地

域

ぐ
る
み
の
参

加

千

人

も
の
規

模

の
「
ふ
く
ろ
う
ふ
れ
愛

ま
つ
り
」
は
と
て
も
意

味

深

く
、
運

動

的

側

面

も
し
っ
か
り
認

識

し
た
い
も

の
で
す
。 

さ

て
、
私

事

で
恐

縮

で
す

が
、 

昨

秋

、
病

を
得

、
入

院

加

療

と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
体

験

は
多

く
の
深

い
学

び
と
な
り
ま
し
た
。
心

に
残

る

教

え
を
紹

介

し
て
、
私

の
決

意

と
し

ま
す
。 

 

「
他

の
人

々
を
ケ
ア
す
る
こ
と
を
と

お
し
て
、
他

の
人

々
に
役

立

つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
人

は
自

身

の
生

の
真

の

意

味

を
生

き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

私

た
ち
は
自

己

実

現

を
は
か
る
た

め
に
他

者

の
自

己

実

現

を
助

け
よ
う

と
す
る
の
で
は
な
く
、
他

者

の
自

己

実

現

を
助

け
る
こ
と
が
、
と
り
も
な
お

さ
ず
、
私

た
ち
の
自

己

実

現

に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
」 

 

（
ミ
ル
ト
ン･

メ
イ
ヤ
ロ
フ
） 

「
ケ
ア
の
本

質

 

～
生

き
る
こ
と
の
意

味

～
」 

 

さ
ら
に
共

感

力

、
洞

察

力

、
他

者

理

解

、
受

容

力

、
判

断

力

な
ど

を
高

め
、
経

営

力

と
と
も
に
人

格

を

磨
き
た
い
。 

今

年

も
ご
支

援

、
ご
指

導

よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

（
施

設

長

・
・
大

矢 

暹

） 

立 派 な お せ ち 料 理 。  

調 理 職 員 の み な さ ん 、

あ り が と う ！  
▲ み ん な 元 気 で す ！  

弁

天

さ

ん

に

初

詣
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▲ 入 所 者 さ ん も 職 員 も  

「 ど れ に し よ か な ～ 」  

▲ 見 事 な 注 連 縄 が 完 成 ！  

作 業 終 了 後 、  

み ん な で 温 か い ぜ ん ざ い

を い た だ き ま し た ▼  

地

域

の

み

な

さ

ん

が

丁

寧

に

ご

指

導

く

だ

さ

い

ま

し

た

。 

こ

れ

を

使

っ

て

藁

を

た

た

き

ま

す

。

 

▲ ぜ ん ざ い 、 パ ～ ク ～ ！  

（入 所 者 の中 村 正 一 さん撮 影 ）  

手

作

り

ケ

ー

キ

、

 

お

い

し

い

ね

。
 

▲ 中 川 原 地 域 交 流 会

会 長  北 岡 肇 さ ん  

（正 一 さん撮 影 ）  

い

つ

も

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

 

▲ 中 川 原 小 学 校 の 生 徒 さ ん  

▲ 日 々 の 業 務 に 追 わ れ る  

サ ン タ ヤ ギ ー  
立

派

な

一

対

の

門

松

が

完

成

！ 

↓

門

松

に

は

い

ろ

ん

な

決

ま

り

が

あ

る

の

で

す

。

三

人

で

話

し

合

い

中

。

 

▼ 色 と り ど り 。 手 作 り 料 理  

 

バ

チ

コ

～

ン

！ 

顔

を

真

っ

赤

に

し

て 

餅

つ

き

で

す

。 

 

中川原老人 クラブ連合会 ・中川原地域交流会のみなさんには、年末のしめ縄作 り＆餅
つき大会で今年 も力強いご協力をいただきました。北 岡肇 さん・平 野俊和 さん・神 代好孝
さんは、今年も施設玄関用に立派な門松を作ってくださいました。  
たくさんのみなさんのご支援のおかげで、今年 も淡路ふくろうの郷は素晴 らしいお正月 を

迎えることができました。ありがとうございます。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

井 戸 清 廣 （ 宿 直 ）  

裏 井 哲 章 （ 相 談 ）  

経 免 い づ み（ 介 護 ） 

坂 本 千 尋 （ 調 理 ）  

素 川 光 子 （ 調 理 ）  

東 田  学 （ 介 護 ）  

三 谷 信 之 （ 介 護 ）  

八 木 正 子 （ 医 務 ）  

山 西  龍 （ 介 護 ）  

谷 村 正 雄 （ 8 3）  

坂 口 き ぬ ゑ （ 9 5）  

花 房 ふ さ 子 （ 8 3）  

海 津 維 久 男（ 7 5） 

志 田 喜 代 松（ 8 3） 

芝 田 カ ヨ 子（ 6 4） 

谷  妙 子 （ 7 7）  

辻  徳 枝 （ 8 8）  

新 居 文 男 （ 6 1）  

藤 田 竹 志 （ 8 3）  
今 年 もいろんな
こ と を が ん ば り

タイガ～！ ※スペースの都 合 上 、名 前 紹 介 はアイウエオ順 です。  
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

 
 

評
議
員
：
嘉
田
眞
典 

蒲

郡

で

見

る

朝

日

 

▲眺海園理事長兼施設長の青山さんを囲んで。（前列右から二人目） 

 

昨

年

の
7
月

に
愛

知

県

の
社

会

福

祉

法

人

不

二

福

祉

会

の
理

事

長

青

山

氏

が
ふ
く
ろ
う
の
郷

に
見

学

に
来

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
12
月

に
同

法

人

が
経

営

す

る
特

養

五

井

眺

海

園

（
蒲

郡

市

）
か
ら

招

待

を

受

け
、
入

所

者

7
名

、
職

員

3

名

で

一

泊

二

日

の

旅

行

に

行

っ

て

き

ま

し

た

。

日

間

賀

島

で

の

ふ

ぐ

尽

く

し

の

食

事

や

蒲

郡

市

内

の

観

光

で

入

所

者

は

沢

山

の

楽

し

い

思

い

出

を

作

り

、

職

員

は

ふ

く

ろ

う

と

同

じ

ユ

ニ

ッ

ト

型

施

設

の

見

学

で

大

い

に

学

び

を

得

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

青

山

理

事

長

を

始

め

、

職

員

の

方

々

に

は

２

日

間

大

変

お

世

話

に

な

り

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 
 

（

事

務

長

・

・

八

木

） 

こ
の
４
年

間

、
私

た
ち
障

害

者

を
苦

し
め
て
き
た
障

害

者

自

立

支

援

法

が
よ
う
や
く
廃

止

へ
進

も
う
と
し
て
い
ま
す
。 

昨

年

１０
月

３０
日

に
「
さ
よ
な

ら
！
障

害

者

自

立

支

援

法

、

つ
く

ろ
う

！

私

た
ち

の
新

法

を
！
」
１０

．
３０

全

国

大

フ
ォ
ー

ラ
ム
は
１
万

人

以

上

の
当

事

者

や
関

係

者

が
詰

め
か
け
、
長

妻

昭

厚

生

労

働

大

臣

か
ら
「
障

害

者

自

立

支

援

法

は
廃

止

に

す
る
」
「
新

法

は
障

害

者

の
皆

さ
ん
と
一

緒

に
作

っ
て
い
く
」
こ

と
を
約

束

さ
せ
ま
し
た
。 

早

速

、
政

府

は
１２
月

に
「
障

が
い
者

制

度

改

革

推

進

本

部

」
を
設

置

し
ま
し
た
。
今

後

、

会

議

へ
の
当

事

者

団

体

代

表

の
参

画

と
障

害

者

自

立

支

援

法

に
代

わ
る
新

し
い
制

度

を
作

る
動

き
と
そ
れ
に
呼

応

し
て
全

国

の
障

害

者

団

体

や
関

係

団

体

も
「
私

た
ち
抜

き
に
制

度

を

決

め
て
い
か
な
い
で
！
」
と
さ
ら

に
運

動

が
盛

り
上

が
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。 

見

落

と
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
は
、
国

の
制

度

に

は

ま

だ

ま

だ

問

題

が

あ

る

こ

と

。
高

齢

聴

覚

障

害

者

の

暮

ら

し

を

支

え

る

た

め

の
「

介

護

保

険

法

」
を

は

じ
め
国

の
動

向
を

注

視

す
る
必

要

が
あ
り
ま
す
。 

現

在

の
介

護

保

険

法

は 

２
０
０
８
年

に
大

改

悪

し
て
か

ら
介

護

認

定

が
さ
ら
に
厳

し

く
な
り
、
本

来

な
ら
ば
要

介

護

で
あ
る
は
ず
が
、
要

支

援

の
判

定

を
さ
れ
て
し
ま
い
介

護

サ
ー

ビ
ス
の
利

用

制

限

が
課

せ
ら
れ

ま
す
。
高

齢

聴

覚

障

害

者

が

ふ
く
ろ
う
の
郷

に
入

所

し
た
く

て
も
制

度

の
壁

が
あ
り
難

し
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
施

設

や
事

業

所

側

も
介

護

報

酬

の
低

下

等

、
経

営

面

で
苦

戦

し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
介

護

保

険

法

を
は
じ

め
、
国

の
社

会

保

障

の
あ
り
方

に
は
問

題

点

が
多

い
で
す
。 

ふ
く
ろ
う
の
郷

の
日

々
の
実

践

か
ら
共

に
学

び
な
が
ら
、
聴

覚

障

害

者

に
か
か
わ
る
す
べ
て

の
制

度

を
変

え
て
い
く
よ
う
な

広

い
視

野

で
運

動

を
続

け
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

月

川

ユ
ニ
ッ
ト
の
入

所

者

は
、
ろ
う
あ
者

が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
健

聴

者

1
名

、
難

聴

者

2
名

が
一

緒

に
過

ご
さ
れ

て
い
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ほ
と
ん

ど
が
手

話

で
す
が
、
未

就

学

で

手

話

を
知

ら
な
い
入

所

者

も

い
ま
す
。 

体

調

の
変

化

な
ど
に
伴

い
、

援

助

の
内

容

が
変

化

し
て
き

て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
お
一

人

お
一

人

の
生

活

を
大

切

に
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
く

ろ
う
で
ゆ
っ
た
り
と
生

活

を
送

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
私

た
ち

も
頑

張

り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

月

川

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー 

・
・
足

立 
ろう者 18 名 、健聴者 2 名 、計 20

名のユニットです。 
健聴者は手話ではお話しできま

せんが、何か通じる面があり、みなさ
ん、お互いに協力されながら生活 さ
れています。 
個人個人の生活を支えていける

ように職員 も協力しながら支援して
いきたいと思います。 
 

星 海ユニットリーダー ・・酒井  

▲入所者さんも写真に入ってくれました～☆ 

▲入所者さんの手作り作品を手に記念撮影 

▲ 08 年 3 月 1 日 

三宮東遊園地にて 

耳の日アピール集会 

の様子 
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地
域
を
語
る 

第
13
回 

 

先
山
千
光
寺 

縁
起
の
由
来 

岡

本

宜

照 

住

職 

◆開催日時◆    ◆参加費◆ ５００円 

１月２４日(日) 13:30 ～ 15:30 

ふくろう喫茶で淡路ふくろうの郷の

入所者さんと楽しい時間を過ごしま

せんか。 
 
・コーヒー・ココア・紅茶 
・カルピス などなど 

\200 より 

 

 

１月２３日(土)  
13：00～15：00 

デフ・パペットシアター・ひとみ 善岡 修氏  

今回の学習会はワークショップです。コミュニ

ケーションの大 切 さ、手 話 という言 葉 の魅 力 を

善岡さんが私たちに楽しく伝えてくれます。 

場所 は淡 路 ふくろうの郷 ・地 域 交 流 スペース。

みなさんのたくさんのご参加 をお待ちしています！  

ふくろう
喫茶 

お知らせ 

▲淡路島第一番霊場 先山千光寺 

略

縁

起

に

よ

れ

ば

、
当

山

は

天

地

開

闢

の

は

じ

め

、
第

一

に

成

り

出

で

し

山

で

あ

る

こ

と

か

ら

先

山

と

号

す

る

。 と

き

に

、
延

喜

元

年

、
播

磨

の

国

上

野
（

宍

粟

郡

波

賀

町

）
の

深

山

に

笹

を

負

う

た

大

猪

が

出

没

し

て

い

た

。
藤

原

豊

広

（

藤

原

鎌

足

の

末

孫

）
通

称

狩

人

忠

太

な

る

も

の

、
あ

る

日

、
山

中

に

入

り

、

そ

の

猪

を

射

た

と

こ

ろ

、
猪

は

矢

を

負

い

な

が

ら

、
机

の

海

、
鹿

の

瀬
（

北

淡

の

海

岸

）

を

渡

っ

て

、
遂

に

当

山

に

逃

げ

込

ん

だ

。
こ

れ

を

追

っ

て

き

た

忠

太

が

、
山

頂

の

大

杉

の

洞

の

中

に

追

い

つ

め

た

と

こ

ろ

、
不

思

議

や

、
千

手

千

眼

観

世

音

菩

薩

光

明

嚇

嚇

と

し

て

現

出

し

た

ま

い

、

か

の

矢

が

そ

の

御

胸

に

刺

さ

っ

て

い

た

。

忠

太

は

驚

愕

、
大

い

に

発

心

し

て

、
直

ち

に

名

を

寂

忍

と

改

め

出

家

し

、
更

に

、
と

き

に

帝

醍

醐

天

皇

に

奏

聞

し

、
か

の

菩

薩

を

本

尊

と

す

る

七

堂

伽

藍

を

建

立

し

た

の

で

あ

る

。

も

と

よ

り

当

時

の

も

の

は

、

全

て

現

存

し

て

い

な

い

。
改

築

、
増

築

を

重

ね

て

今

日

に

至

っ

て

い

る

。 

さ

て

、
付

け

加

え

た

い

こ

と

が

あ

る

。 

け

だ

し

、
人

間

は

、
い

や

、

生

き

と

し

生

け

る

も

の

は

、

み

な

他

者

の

生

命

の

犠

牲

の

上

に

成

り

立

っ

て

い

る

。

我

々

は

生

か

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。 

し

か

ら

ば

、

狩

人

忠

太

は

、
単

に

過

去

の

行

為

を

悔

い

た

の

で

は

な

く

、
自

分

が

生

か

さ

れ

て

い

る

と

の

自

覚

が

、
ひ

る

が

え

っ

て

、
他

者

を

深

く

思

い

や

る

基

と

な

る

世

界

に

思

い

を

馳

せ

、

そ

の

人

つ

く

り

を

目

指

し

て

、
千

光

寺

建

立

を

発

願

し

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。 

人形劇団  

み な さ ん は 覚 え て

い ま す か ？  

Ｈ 2 0 年 8 月 3 0 日 、

南 あ わ じ 市 で 行 わ

れ た 「 はこ／ＢＯ Ｘ ＥＳ

～ じい ちゃ んのオルゴ

ール～」公 演 。  

左 端 が 善 岡 さ ん 。  

淡路ふくろうの郷では年に 4 回 、避難
訓練 を行 っています。今回は夜間設定で
行 いました。日 々の訓 練 の積 み重 ねが、 
もしもの時 の行 動 につながります。職 員 も
真剣です。マッチ一本  火事の元！ 

訓

練

の

様

子

は

防

災

委

員

が

 

チ

ェ

ッ

ク

。 

12 月の手芸講座は「新 聞 紙 カバン」を作
りました 。用 意 する物 は新 聞 ・はさみ ・のり  
だけです。すてきなカバンが簡 単 に作 れます
よ。これぞエコバックですね☆  

１月 19 日(火) 10：00 ～ 11：30 

みなさんも一緒に作業しませんか？ 
協 力 してくださるボランティアさんを募 集 し
ています。ご興味のある方 、淡路ふくろうの
郷までお気軽にご連絡 ください。 
 
※ 1 9 日 は「ガーゼマスク 」 、 「 フ リース素 材 のひざ掛

け」、「新 聞 かばん」の内 のどれかを作 る予 定 です。  


